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は，どの magafaoa 集団に帰属するのか，family treeの中でどの位置を占めるのか，すなわち他の
どの magafaoa との関係でどこに位置付けられるのかによって得られる。






















gafaoa 内での地歩を確実なものとし，さらには帰属する magafaoa の格を上げることになる。
magafaoa 構成員団結の根拠は共通の祖先から出自したという血縁意識である。彼らのあいだで










lilifu kehe tau patu”（Respect the married people．）という言い習わしがあるように，安定性，力
強さ，名誉，尊厳等の意味が patu や matua には付与されている。
patu たちがコミュニティの重要な活動の前に必ず相談し，助言を得るのが tupuna である。tupuna
は magafaoa の祖先のみならず，magafaoa の（男女）古老や祖父母をも指す。彼ら（の言葉）は
現在と過去をつなぐ役割を果たし，人々に祝福や力をもたらす一方，制裁を加えることもあると考























faoa の者はほぼ近隣地区に集住している⑨。これは magafaoa の共同性を島外においても貫いてい
ることを表しているといえよう。
２．地の虫






















































時間が経過した。そして１９６９年施行の近代土地法の時代を迎える。各 magafaoa は leveki magafaoa







































＊Kua fakaalofa e tama ke he haana a tau mamatua.





＊Ko e fakaalofa a na¯ ne tamai he magafaoa.
（That’s the gift from the family．）
＊tagata fakaalofa
（ ）１５７ ― 6 ―
（a person who gives or shows love）
またこの語は挨拶や握手など身体動作によって fakaalofa を表現することを，さらにそうした表
現そのものをも指す。
＊Fakaalofa lahi atu ki a koe.
（Great love to you. Hello. Greetings to you．）
＊Fakaalofa mai e lima haau.
























































































の贈物で，かなりの高額（例えば数千ドル）になることがある。この祝い金は“Ke fakatu aki e nave”










































































（ ）１５３ ― 10 ―
努力をするようになった。現在は生活資料に代って現金を主体とした贈与を行っているが，各 fa-
gai は金額を逐一記録し，常に fagai 間で寄付額の競争をしている。
































初に獲った魚は村の老人か牧師に贈る。この fakaalofa は，牧師や老人から tafatofa（祝福）を得る
ことを期待してのものである。










































が fakaalofa の象徴的表現であることを述べてきた。ニウエで社会生活を営むには fakaalofa をもっ
てこの社会に参与せねばならない。これに反する行為をする者，あるいはこの行為に関して誤った
態度をとる者は tagata lamakai（lamakai : to be mean, stingy）といわれるが，これは最も侮蔑的
（ ）１５１ ― 12 ―
な悪罵である。

























































































































― 15 ― （ ）１４８
“Tolo e tau mena fakaalofa kehe vai, to liu ke mafuta mai a taha aho.”































































２２．ポランニー op.cit., p．３８１，１９８４ p．９７； Sahlins op.cit., pp．１４２－１４５
２３．最近は結婚式の宴会は地元のレストランを借り切って行う場合もでてきた。





















― 17 ― （ ）１４６
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